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  第一章 究極的な事柄に関する考察


  



  黙示録二一・九～十一「彼は私を御霊の中で、大きな高い山に連れて行き、聖なる都、新エルサレムが天から出て、神から下って来るのを私に見せたが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった。」


  黙示録二一・十八「その城壁は碧玉でできており、都は純金であって、透明なガラスのようであった。」


  黙示録二二・一「また彼は、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から発していた。」


  黙示録三・十二「わたしは彼の上に、わたしの神の御名と、天から出て、わたしの神から下って来る、わたしの神の都の名と、わたしの新しい名とを書き記そう。」


  ヘブル十一・十「土台のある都。その建設者と設計者は神です。」


  ヘブル十一・十六「神は彼らの神と呼ばれることを恥とされません。彼は彼らのために一つの都を備えておられたからです。」


  ヘブル十二・二二「生ける神の都である天のエルサレム」


  ヘブル十三・十四「私たちは来たるべき都を求めています。」


  ガラテヤ四・二五～二六「上なるエルサレムは自由であり、それは私たちの母です。」


  ピリピ三・二〇「私たちの国籍は天にあります。」


  



  神の都について考えるときの私たちのおもな困難の一つは、字義的・物質的なものを自分の思いの中から取り除くことです。私たちはもっぱら霊的なものを扱っているのです。


  神の都は、私たちが行くことになる場所であるだけでなく、神の教会でもあり、私たちはその一部です。


  私たちは場所としての天に行くことになります。永遠に、無限の雲に行くわけではありません。しかし、神の都、天の都、新エルサレムについて考えるとき、私たちは教会、キリストのからだについて考えようとしているのです。まさに、究極的事柄と関係しているあの都の性質と特徴を扱おうとしているのです。私たちは今、諸々の時や経綸に関する問題に触れようとしているのではありません。神の御言葉が示している最後のものは一つの都であり、すべてはそれに向かいます。神はその都と関係しておられ、その都は神と関係しています。


  それは明確なすべてを含む決定的絵図であり、すべての霊的要素と、個人における、また教会における、神聖な命の特徴とを示しています。神の御子のかたちへの同形化の、完全かつ決定的な描写です。「御子のかたちに同形化しようと、選び、あらかじめ定められました」ローマ八・二九。


  この黙示録二一章の中に、私たちは神の都を見ます。それはローマ八・二九が告げている予定が実現したものです。そして、それは、栄光を受けた人の子の団体的表現と、信者のためにキリストにあって実現されようとしているiいっさいのものとについて考える、別の方法にほかなりません。


  私たちは常に覚えておかなければなりません。一つの中心的・支配的要素は御座の中央におられる小羊です。なぜなら、ここに示されているものはみな、カルバリの御業の表れであり、主イエスが来てご自身の死と復活によってなさったことがすべて実現したものだからです。神の命の要素は、霊性、天的性質、透明さ、崇高さ、堅固さ、豊かさ、愛、交わり、主権、統治、開放性と排他性、光、内面性、栄光であり、さらに多くのものです。


  私たちは神の教会、新エルサレムを構成する諸々の霊的要素を扱うことにします。この黙示録二一章に示されている神の教会を見る時、キリストにあるその最終的豊かさ――それに向かって今、私たちは進んでいるところです――が示されることになります。エペソ一・二一～二二と比較してください。目下の課題は教会を建造して、彼の中へと成長し込むことです。


  神の都の特徴・特色についてしばらく続けることにしましょう。


  第一の特徴は天的性質と霊性である


  それは「天から出て来」ます。それゆえそれは、天から出て来れるようになる前に、まず天の中にあったにちがいありません。


  「彼らは天の都を探していました」。ヘブル十一・十「彼は土台のある都を探していました。その建設者と作成者は神です」。


  「私たちの国籍は天にあります」ピリピ三・二〇。


  神の御言葉の中に、天の都のための材料について多く見いだされます。それが示唆するところは、神の御言葉全体を通して明確です。堕落以降、神が導入されたものはみな、天的であって地的ではありません。たとえば、天的子孫です。この天的子孫は予型的にアベルと共に始まりました。そして、御言葉全体にわたって、この天の系譜を辿ることができます。


  カインは地に属する人であり、そのような者として拒否されます。後に、イスラエルが天的な民の型となります――彼らは地から取られた民です。地とその諸々の道から解放され、エジプトから連れ出されました。小羊なる方の血を通してです。この方が今や彼らの真の命であり、その源です。彼らは紅海によって切り離され、「雲の柱」――聖霊――の統治の下で荒野の中に入ります。地から取られて神へともたらされた民です。これによって、予型的に天的な民、地に属しているのではなく天から出ている民が構成されました。


  イスラエルの宿営で支配的だった色は天の青色でした。それぞれが、大祭司のエポデのように、青い服を着なければなりませんでした。それは天的性質の型だったのです。


  ヨハネの福音書は、もっぱら教会のための福音書であり、それがおもに強調しているのは天的性質と霊性です――「新たに生まれる」「上から生まれる」「神から生まれる」というように。


  ヨハネの文書で「命」という言葉は常に天的性質と関係しています。それは天的命です。「わたしは命です」「わたしが来たのは、あなたたちが命を持つためです」。彼が来たのは、ご自身のパースンの中で、この命を与えるためです。「彼の中に命があった」。「わたしは天から下って来た」。


  ヨハネ二章で、彼は主の民の関係について取り上げておられます。ヨハネ二・四は文字どおりには「女よ、あなたとわたしの間に何の共通点がありますか？」です。マタイ十二・四八～五〇と同じです、「……しかし、彼は答えて言われた、『わたしの母とは誰か？わたしの兄弟たちとは誰か？天におられるわたしの父のみこころを行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また母なのである』」。そうです、この神から生まれた民の天的関係は、常に地的関係を凌駕するのです。それは霊の絆であり、どんな地的絆よりも深くて永続します。天と主の事柄に対する関心が、世の関係や心配事に対する関心を、遥かに凌駕します。主との共通点が多くなるほど、世との共通点は少なくなります。そして、世には属していないのに世にいなければならない時の軋轢は大きくなります。この霊的関係を無視するなら、あなたは自分の霊の命の法則を破り、あなた自身の霊的有用性を損ないます。最終的に、天的な民は旧創造と霊の中で何の交わりも持てなくなります。


  黙示録二一・二二「私はその中に宮を見なかった」。なぜでしょう？この民は礼拝する民です――彼らが礼拝です。それは場所によらない霊的な礼拝です。


  ヨハネ四・二〇「私たちの先祖はこの山で礼拝しましたが、あなたたち（ユダヤ人）は、礼拝すべき場所はエルサレムであると言われます」。主は答えられました、「真の礼拝者たちが、霊の中で、また真理の中で、父を礼拝するようになります。そのような者たちを父は礼拝者として探し求めておられるからです」。御父は永遠の都の建設者・設計者であるだけでなく、それを探し求めている方でもあるのです。


  主の民の栄養はみな霊的であり天的です（ヨハネ六章を見よ）。命、栄養、成長、成熟、神の都の命と成長の基礎全体は、霊的です。霊的成長は天の食物により、霊的栄養は天からの生けるパンを食べることによります――「わたしは命のパンです」。


  また、すべての奉仕は上――天――から発します。言葉や働きは上から発します。それは御父が行い、語られることです、ヨハネ五・十九、三六。どのように彼は御父が行われることをご覧になるのでしょう？ただ御霊によります――マタイ十・二〇。「というのは、語る者はあなたたちではなく、あなたたちの中で語るあなたたちの父の霊だからです」。これはみな地からではなく、天的です。この天的なパースン、上からのパースンである、主イエスにすべて集約されており、関係しています。「わたしは父から来ました」ヨハネ十六・二八。「わたしは天から下って来ました」ヨハネ六・三八。それでも、地上にいる間も、ずっと天に住んでおられました。「いまだかつて、神を見た者はいない。父の懐におられるひとり子、この方だけが父を明らかに示されたのである」ヨハネ一・十八。


  特に教会のために書かれたエペソ書に移ることにしましょう。どれほどそれは「天上」について述べていることでしょう。エペソ一・三、二・六、四・十を参照。


  主の民は、これが意味するところと代価を、なかなか受け入れません。私たちはあまりにも地上のものを欲します。自分の労苦に対してすぐに見返りが得られる類のものを欲します。感覚を満足させるもの、見えるものを欲します。私たちを地から切り離して天的な民にするための主の御業の下で、私たちは絶えずうめいています。あまりにも多くの時、私たちは主がなさっていることを見落とします。天的な性格の者になるには、地的性質から解放されなければなりません。そして、主の御手に服するとき、これには代価が必要になります。死者の中からキリストを復活させた力、その力の卓越した偉大さは、教会を地から切り離して、天上のしかるべき地位につかせるために働きます。それは、それが天から出て下るためです（エペソ一・十九・二〇）。神の偉大な力が、私たちを地的性質から解放するために振るわれました。詩篇八七――「彼の土台はその山にある。主はシオンの諸々の城門を愛される」。


  黙示録二一・十「彼は私を（中略）山に連れて行き（中略）聖なる都、新エルサレムを私に見せた（中略）小羊の花嫁・妻」。


  興味深いことに、この同じ御使いが彼を荒野に連れて行ってバビロンを見せました、黙示録十七・一～五。その邪悪な都を見るのに、高い山から見渡す必要はありません。それは地に属しています。しかし、この聖なる都は最も高いのです。


  詩篇八七篇では、神の都が詩篇の中で言及されている他のすべての都と対置されています。


  エジプトとシオン


  ラハブは――エジプトです。天然の能力の象徴です。アブラハムは約束の地に入りました――そこは信仰による神の約束の地であり、信仰の最大の試練がそこで彼を待っていました。彼は異教徒がそこを占有しているのを見いだしました。彼らの偶像崇拝の祭壇が至る所にあり、その土地に大きな飢饉が起きました。そこで、彼は代わりにエジプトに向かいました。それは明らかに約束と矛盾することであり、約束を否定することでした。天然の能力を象徴する場所であるエジプトに、アブラハムは試練の下で向かったのです。


  イスラエルの霊性が低調だった時はいつでも、彼らは助けを求めてエジプトに向かいました。それは、彼らの信仰が機能していなかったからです。彼らは、主ではもはや不十分である、と思ったのです。


  天然の能力が少しでも入り込むなら、それは神の都を傷つけ、曇りを生じさせます。神の都では、天然の能力はすべて断ち切られます。神はそれを許さず、それを断ち切って終わらされます。


  エジプトが新エルサレムの中に入ることはありません。それらは二つの異なる世界です。一方は地的であり、他方は天的です。


  「おお、神の都よ、栄光ある事があなたについて語られる」（詩篇八七・三）。天然の能力から断ち切られることによって、あなたはエジプトを対処したでしょうか？神の都のこの法則を私たちは受け入れているでしょうか？天然の能力を霊の事柄の中に持ち込むことは、神の都では許されません。天然の能力はすべて終わらなければなりません。ひとたび主を自分の能力として知るなら、天然の能力が断ち切られることを聞いても、あなたは困惑しなくなります。エジプトを欲しなくなります。エジプトは打たれなければなりません。そして、主は私たちのためにエジプトを打って、霊的事柄における私たちの天然的能力を取り去っておられます。


  「天然の人は神の霊の事柄を受け入れません。なぜなら、彼にとって、それは愚かであるからです。また、彼はそれらを知ることができません」一コリント二・十四。このように天然の能力から断ち切られることは、天然の人にとって愚かです。それはあなたにとって愚かでしょうか？


  「目が見たこともなく、耳が聞いたこともなく、人の心に思い浮かんだことのないものを（中略）神は私たちに御霊を通して啓示してくださいました」「神の事柄は、神の霊の他にはだれも知りません」「私たちは束縛の霊ではなく、神からの御霊を受けました。それは、神によって私たちに無代価で与えられた事柄を、私たちが知るためです」一コリント二・九～十二。


  神の都を見るには霊的能力が必要です。小羊の血があなたとエジプトとの間に割り込みます。両者の間で海が逆巻いています。その後、地はすっかり荒野になり、彼らのための資源は何もありません。彼らは今や、神に全く完全に拠り頼んで、天的命によって生きなければなりません。エジプトは打たれて、後方の紅海の反対側にあります。ああ、なんと幸いな立場！「私はエジプトについて言及しよう。しかし、神はシオンの諸々の城門を愛される」。


  バビロンとシオン


  バビロンは、人の努力の産物であり、堕落した人の栄光です。「私たちは都を建てよう（中略）名を挙げよう」創世記十一・四。またダニエル四・二九～三〇「この大いなるバビロンは、私が自分の権力の力と、自分の権威の栄光とによって（中略）建てたものではないか？」。


  ここに私たちは、天然的・宗教的な人の栄光を見ます。というのは、バビロンは常に宗教的であることを、私たちは知っているからです。黙示録の書に向かうと、宗教の衣装を着たバビロンを見いだします。バビロンは常に宗教的です。堕落した人の宗教であり、サタンの霊感を受けています。創世記十・八～十、この王国の始まりはバベルでした。あなた自身の努力によって築き、到達することのできるものであり、人が自分自身の能力によって造った産物です。バベルは新しい地に建造された最初の都だったことに注意してください。その新しい地は、あの古い土地に対する神の裁きである洪水をくぐり抜けた地であり、再生の地を象徴していました。バベルは宗教活動の領域における人の野心から発した宗教的建造物だったのです。そしてこれは、天然の人のこの宗教は、今日、私たちと共にあります。そうです、それは神を擁護し、神の御名を持ち出しさえします。昔の――バベル――「神の門」のようにです。しかし、十字架という永遠の事実と御旨をもってそれに触れ、カルバリの御業を持ち出して、それに突きつけるなら、人は聖霊による十字架の宣べ伝えに反対して、敵意を抱いて立ち上がり、自分の天然的・宗教的働きと礼拝を擁護します。その背後には、サタン的憎悪と、神に対する反逆とが察知されます。またその中に、普遍的礼拝を求めるルシファーの企ても見て取れます。イザヤ十四・十四。それは、事物が神のみに属する領域における、私たち自身の栄光です。しかし、ここにおいても、神の事柄と働きに関する個人的関心が、なんとたびたび見られることでしょう。これは、何らかの密かな個人的関心を露呈する、嫉妬の精神についてもそうではないでしょうか？あるいは、それは高ぶりや「自分の権利」の主張であって、ひとかどの者になることを望み、自分の努力が神のために何かを生み出すのを見ることを望んでいるのではないでしょうか？これはみな混乱と、効力の喪失という結果になります。


  コリントの信者とエペソの信者の違いを見てください。コリントでは、彼らは人の名を帯びているものを望みました（一コリント一・十二～十五）。エペソでは、それは天上にあって、神の御名を帯びています（エペソ一・三、二二、二・二〇）。


  パレスチナとシオン


  パレスチナは、神聖な事柄の中に侵入する人の天然的知性です。パレスチナの人々は御言葉では常に無割礼の者と呼ばれています。十字架から離れて、神聖な事柄を把握する、人の天然的知性です。バビロンに、私たちは天然の人の努力を見ます。パレスチナに、私たちは神の事柄を把握してその中に侵入する人の理性を見ます。


  言葉の知恵による十字架の宣べ伝えがありますが、言葉の知恵はそれを無効化します（一コリント一・十七）。悪魔は十字架を全く排除するわけではありません。十字架に赴かずに十字架を宣べ伝えることも可能です。これは悪魔の巧妙な働きです。


  ツロは商業の世界です。その時代の体制の拡張です。しかし、この世の君の権威の下での拡張と活動です。商業精神が神の事柄の中に持ち込まれます。この世の方法、宣伝、多くの仕組みや組織などを用いてです。これは神の都が建造される方法ではありません。


  エチオピアについては、使徒八・二六～三〇を見てください。イザヤ五三・七を読んでいるエチオピア人に――ピリポは出会い、「わかりますか？」と尋ねます。「だれかに教えていただかなければ、どうしてわかるでしょう」と彼は答えます。これは主イエスのパースンに関して暗くされている知性の型です。それは、私たちの心を照らして主イエスを啓示する神の光を取り込みます。イエスが何者なのかを示す神の照らしを取り込みます。二コリント四・六。


  これらの都とシオンは対置されています。シオンはこれらの都とは異なります。他の都には見られないものであり、異なっています。そこで生まれた者たちは、自分たちの井戸の泉をそこに見いだします。シオンは天的であり、主はシオンの諸々の城門を愛されます。シオンで生まれた者たちは言います、「私の井戸の泉はすべてあなたの中にあり、エジプト、バビロン、ツロ等にはありません」。


  シオンとエルサレムは不可分ですが、同じではありません。シオンはエルサレムの一部にすぎず、王が住む砦です。シオンは主イエスを象徴します。シオンである彼は、ここに示されているこれら他のものとはすべて全く異なっておられます。彼は神の究極的目的であり、それに向かって神は進んでおられます。今、進行している霊的過程の結果です。


  主が求めておられる民は、地とその諸々の道から切り離されて、ご自身との関係の中にもたらされた民です。彼らの愛情は地上にあるものにではなく、天にあるものに据えられていなければなりません。コロサイ三・一、二――「もしあなたたちがキリストと共に復活させられたのなら、上にあるものを求めなさい。そこでキリストは神の右に座しておられます」。


  復活と昇天は一つの行為であることを思い出してください。ヨハネ二〇・十七を見てください。「わたしに触ってはいけません。わたしはまだ父へ昇っていないからです（中略）しかし、わたしはわたしの父、またあなたたちの父に昇ります」。「わたしに触ってはいけません」「天然的愛情によって、わたしを地上のものとしてはなりません」。彼は今や天の主であり、この事実を認識しなければなりません。


  私たちは、生活が神の事柄に全く基づいている民でなければなりません。天的資源によって生き、天的使命を果たさなければなりません。天的性質にあずからなければなりません。これは花嫁のために天から下って来られる聖霊によってのみ可能になります。聖霊は花嫁を復活した人なる方へと連れ戻されます。それは彼女が花嫁として天から出て来れるようになるためです。私たちは地から切り離されて、御霊の中で歩き、生きているでしょうか？


  私たちは「キリストの中」に、第二の人、天からの主の中にあります。私たちは彼の中で自分の命を生きているでしょうか？私たちの命、性質、養い、奉仕にこれが言えるでしょうか？私たちは天からの主を待ち望んでいるでしょうか？


  神の都は、地の他の都を特徴づけているものとは、明らかに全く異なります。黙示録二一章をマタイ十一章と比較してください。「あなたたちは災いだ」。マタイ十一章が「わたしに来なさい」で終わっているのは無意味ではありません。裁きが宣告されているこれらの都から出て来なさい――安息の都に来なさい――この都に神は満足しておられます。「わたしに来なさい、そうすれば、わたしはあなたたちに安息を与えます」。彼の都にはこれらの霊的要素が備わっており――そこに住むことを彼は喜ばれます。


  「神と小羊の御座がその中にある」黙示録二二・三。


  



  第二章 都の門


  聖なる都、新エルサレムは、究極的に完成・成就・栄化された神ご自身の民の性質であることを、私たちは見ました。


  彼は今、十字架を通して、永遠の御霊によって、この都を建造されつつあります。ご自身のかたちに、御子のかたちに、個々の構成員を形造られつつあります。このために私たちは定められました（ローマ八・二九）。神の民はキリストを明確に示すものです（二コリント三・四章）。


  都の門


  黙示録二一章では、この都の門の数、寸法、位置、性質に関して、たびたび述べられています。それらの門の場所は、この都の建設者・設計者である神によって定められています。


  門は、聖書全体を通して、ある霊的特徴の象徴です。それらは協議を象徴します。古代、王たち、支配者たち、長老たちは、都の門の所に座って、民の問題や王国の権益について検討しました。アブサロムは都の門で国の指導者たちと会いました。


  キリストは言われました、「わたしはわたしの教会を建てる。ハデスの門も、それに勝つことはない」（マタイ十六・十八）。


  教会が力を帯びているときはいつでも、ハデスは活発に協議して、その力が前進するのを妨げ、妨害し、邪魔しようとしますが、それに打ち勝つことはできません。なぜなら、御座についておられる小羊は死とハデスの鍵を持っておられるからです（黙示録一・十八）。彼の教会は地獄の協議をすべて覆す、と彼は言われました。地獄の武器の刀身には「栄えることなし」と記されています。主がそのように布告されたのです。


  聖なる都、新エルサレムの門で、神の協議が開催されます。主はそれらの門で統治されます――主は御心の秘密の御旨によってご自身の民と結合されています。ですから、これらの門は主の御心の深遠な秘密との交わりに入ることを表しています。そこで主はご自身の指導者たち、長老たちと共に集まって、内なる秘められた事柄について議論されます。それらの事柄を知り、理解するのは、交わりと願いにおいて実際に彼と一つである者たちだけです。市民と王座の権益に関する諸問題について、この者たちと話されるのです。望む者はみな、この交わりに入ることができます。この交わりは、彼の思い、意図、目的と共にあるすべての人のためです。これは、彼の御心の内なる事柄についての、彼との交わりです。


  聖書全体を通して「門」という言葉を辿ると、大いなる豊かさが見いだされます。そして、神の家の門について辿り尽くすと、そこに霊的な諸々の要素が見いだされます。「あなたの門は賛美であり」（イザヤ六〇・十八）。主との全き交わりがある時は常に賛美です。「門よ、あなたたちの頭を上げよ、永遠の戸よ、上がれ。栄光の王が入って来られる（中略）強くて力ある、戦いに力あるエホバ、万軍のエホバ、彼は栄光の王である」（詩篇二四）。主は協議の門を通って入って来られ、ご自身の栄光を表されます。


  力も御言葉では門と関係しています。主の御心を知ることは力ではないでしょうか？神のみこころと一つであることはなんという力でしょう。彼の御思いと御旨との交わりの中に入れてもらうことは、なんという力でしょう。それはなんという力でしょう。確かに、主が求めておられることを知る時、門には力があります。不確かさは常に弱さを招きます。鉄と青銅の門（詩篇一〇七・十六）は力と抵抗力を物語ります。


  苦難と尊さ


  門はまた尊さを物語ります。「門はみな一つの真珠でできていた」。真珠はどのように形成されるのでしょう？カキの殻の開口に刺さった小さな一片の砂粒によってです。これがカキを傷つけて刺さり、カキは血を流します。この血が他の諸々の要素によって作用して、真珠が形成されます。しかし、それはまさに自分自身の命を与えて、この価値あるもの――真珠――を生み出します。


  神の御言葉では、「真珠」は偉大な愛に関して述べられています。彼はご自身の教会の中に天のあらゆる栄光に優るものをご覧になり、天の栄光を放棄して苦難と死に至り、ご自分の真珠を獲得されました。ご自分の教会を獲得されました。彼は彼女が高価な真珠であることをご覧になり、苦難を受け、血を流して教会を獲得されました。マタイ十三・四五、四六、ピリピ二・一～十一、エペソ五・二五～二七。


  ですから、このように彼の秘密の御旨にあずかって、私たちは彼の苦難の交わりをある程度知らなければなりません。たしかに、一つの道しかありません。十字架による死です。しかし、死に勝利する命、復活の命に至ります。


  主が苦難を受けて死なれたのは、この民を得て、彼らをご自身の御心との交わりの中にもたらすためでした。その民は愛されている民であり、彼と共に彼ご自身の御旨にあずかります。ああ、主の御心に至ること、あのように愛してもらうこと、彼ご自身の御心の願いと一つであること、これこそ真珠の門の力・賛美・栄光なのです。


  一つの道しかありません。人類の罪により、癒しの必要性に応じてくれるものが必要になりました。罪は病です。そして、それに応じてくれるものは、主イエスの尊い血以外にありません。他に道はありません。一方に対する死は、他方に対する命を意味します。十字架は命の門です。


  門を守る者は十二人の御使いです。主は守る者であり、聖なる交わりと協議の門に関して命令を与えられます。彼はそれを守られます。


  恵みを通してこの交わりの中に「自由に」入れます。恵みを通して主と一つになれます。私たちは門の開放性と城壁の排他性を持ちます。門は開かれていますが、それは神によって守られている交わりであり、それを汚すものはいっさいこれらの門を通って入ることはできません。罪、死、滅びは、血がある所を通れません。血は勝利のうちに死を飲み尽くしました。


  あらゆる点で透明であること


  透明性はこの都のとても顕著な特徴です――


  
    「エルサレム（中略）その光は水晶のように透明であった」（黙示録二一・十一）。


    「その都は純金であって、輝く（透明な）ガラスのようであった」（黙示録二一・十八）。


    「その都の通りは純金であって、ガラスのように透明であった」（黙示録二一・二一）。


    「水晶のように輝く命の水の川」（黙示録二二・一）。
  


  確かに、透明性はこの都の性質そのものです。そして、それは神のための生活のしるしです。水晶のように透明で、すべて澄みわたっており、暗さは全くありません。


  エレミヤ十七・九を見てください。「心はよろずのものにまさって偽るもので、ひどく邪悪である。誰がそれを知ることができよう？わたし、主は心を探る」。


  恵みにより、私たちは暗闇の隠れた事柄を捨て去るように導かれました。神は私たちの心の中を、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光で照らしてくださいました（二コリント四・一～六）。


  マラキ三・三「彼は銀を精錬する者またきよめる者として座し、レビの子たちをきよめ、彼らを金のように、また銀のようにされる」。彼は必要な精錬を行い、ついにはご自分の純金を獲得されます。「シオンの娘たち（中略）エホバは彼女たちの隠れた所をあらわにされる」（イザヤ三・十七、アメリカ改定訳）。「イエスは言われた、『わたしは世で公然と語ってきた（中略）ひそかに（覆いの下で）語ったことは何もない』」（ヨハネ十八・二〇）。「神はイエス・キリストによって、人々の秘密を裁かれます」（ローマ二・十六）。「その心の秘密があらわにされます」（一コリント十四・二五）。「剣があなた自身の魂を刺し通すでしょう。それは、多くの人の心にある思いがあらわにされるためです」（ルカ二・三五）。


  これらの節はみな、霊的成長に必要なある要素を強調しています。絶対的透明性がなければ何の成長もありえないからです。霊の事柄の歴史はすべて、光と暗闇の状態の対比です。真理と偽りの、純粋さと混合の、明るさと曇った状態の、開放性と秘匿性の、実際と見せかけの、本物と偽物の、誠実さと欺きの対比です。これらの二者が、霊の歴史全体を通してずっと、互いに対立しあっています。


  透明性は、一方において、徹底的なものであり、何の段階もありません。何の段階も真理にはありません。真理に至る道に段階があるだけで、ある人々は他の人々よりも真理に近づいています。しかし、真理は徹底的・決定的です。ですから透明性に関しては、もしその中に少しでも混ざり物があるなら、それは透明ではありません。透明性に至る道には様々な陰影を帯びた段階があるかもしれませんが、暗闇の影が一つでもあるなら、すべてが光ではありません。一つの小さな（地から生まれた）雲でも、透明さを曇らせます。これらの影や雲がやって来るのは、神の性質の栄光の領域ではない領域からです。


  神の御旨は、雲や混合の形跡のないものを持つことです。ご自身の都を建造するために、彼は透明ではないものをすべて取り除かなければなりません。ですから、十字架の内なる働きが必要なのです。


  人を測るものは、その人が神の御前でどうあるかであり、ただその尺度だけが主の御前で価値があります。私たちは互いに様々な異なる尺度を持っているかもしれません。そして、思わぬものを見いだすと、ショックを受けます。唯一の尺度は私たちの互いの尺度ではなく、どんな人も近寄れないあの光の中にある主の尺度です。それに適合しようとしさえするだけで、私たちは主の御前で安息を見いだします。神の目から見て真実であるもの、それが決定的に重要です。私たちに対する神の取り扱いはみな、この性格の透明性と関係しています。また、彼の御旨と関係しています。彼の御旨は、徹底的に透明な民をご自身のために獲得することです。その民は、純金の、水晶のように輝く、神の性質にあずかる者たちです。


  ヤコブと、神が彼を取り扱われた方法とを見てください。なぜ神はあのように彼を取り扱う必要があったのでしょう？彼は主の証しと関係しており、それゆえ透明でなければならなかったからではないでしょうか？


  ヤコブの計略の道は主の開放性に場所を譲らなければなりません。もしヤコブが欺くなら、彼は必ず欺かれるでしょう。「神は侮られるような方ではありません。人が蒔くものは何であれ、それをまた刈り取るからです」。これは法則です。彼の御旨は純粋なものを持つことです。そして彼は、私たちの内側にあるもので、私たちを地に打ち倒されます。そうです、私たちの内側にある透明ではないものが、私たちが陥る罠そのものになるのです。神に隠し事はありません。彼の御前ではすべてが明らかにならなければなりません。


  遅延、妨げ、混乱、行き詰まり、これらはみな何らかの隠し事、何らかの隠された動機、背後にある明確ではない何かによります。あの暗いもの、雲や霧のように疑わしいものによります。それこそが、妨げ、混乱を引き起こすものです。それは絶対的真実ではないものであり、何らかの隠し事です。それは神に属するものではなく、神から出たものでもなく、私たちの肉の領域から、地獄から出ています。


  隠し事によって前進は阻まれる


  この都は、そのような何ものとも一緒に進むことはできません。中心にある川から周辺の城壁に至るまで、すべてが徹底的に透明でなければなりません。これらの分厚い私たちの天然の命と、私たちの魂的要素はみな、邪魔して混乱させます。霊の絶対的透明性がなければなりません。霧がやって来るのは、私たちが神と人の前で全く透明ではないからです。クリスチャンの交わりはこれによって破られます。霊的真理を理解しそこなうのはこのせいです。透明性の欠如によって神聖な啓示は妨げられます。開かれた天がないからです。


  神の御前で告白することを御言葉が強調していることに、あなたは気づいているでしょうか？告白しないかぎり、主との関係を築くことはできません。なぜでしょう？彼がそれを要求しておられるからです。それはあの暗い事柄を明け渡し、認め、神の光の中に渡して、裁いて取り除いてもらうことだからです。主の御前で告白しないかぎり、決して自由は得られません。これは原則です。


  霧は救いようのないものであり、天の輝かしい光を一筋たりとも吸い込みません。主に告白することと、イエス・キリストの尊い血による清め以外の何ものも、霊の霧を晴らせません。何も隠さないこと、明確で真実ではないものを何も持たないこと、これが霊の成長の法則です。


  私たちのこの肉は、蒸気を発するガスの汚水槽です。そして、これらの肉の蒸気は神の御顔を隠し、それを霧・霞で覆うため、晴れわたった道を力強く進むことはできません。高ぶりにより、主の子供たちの多くは、豊かな命と光を奪われてきました。そして、霊的高ぶりは最悪の高ぶりです。高ぶりほど盲目にするものは何もありません。


  怒りは、湧き上がって私たちを地へと引っ張る肉の手段です。怒っているとき、肉を締め出したままにできるでしょうか？この肉的怒りの勃発によって、なんと多くの交わりが損なわることでしょう！潔白な聖なる怒りは高尚です。しかし、私たちの怒りの多くの背後には、私たちの肉という汚水槽があるのです。


  不信、疑い、盲目な霊の目と疑いは、交わりを破ります。これらの霧はみな私たちの肉から生じて、私たちを神の栄光に対して盲目にします。そして、輝く証しに必要不可欠なあの透明さを妨げます。神の民が神が願っておられる状態にある時、透明性は彼らの主要な支配的特徴です。


  この都には一本の通りしかありません。「都のその通り（the street、単数形）は純金であって、透明なガラスのようであった」（黙示録二一・二一）。これは主の民の交わりを物語っているのではないでしょうか？交わりの唯一の道……御言葉の中で道がいかに交わりを示しているのかを見てください。


  「水晶のように輝く命の水の川」（黙示録二二・一）。これは絶対的に透明な命の証しです。透明さは内側から始まり、次に、そのようなものとして自然に流れ出ます。


  「神の御前で、すべての人の良心に、私たち自身を推薦するのです」（二コリント四・二）。「神が光の中におられるように、私たちが光の中を歩くなら、私たちは互いに交わりを持ち、御子イエス・キリストの血が、すべての罪から私たちを清めます」（一ヨハネ一・七、アメリカ改訂訳）。「わたしを信じる者がすべて、暗闇の中にとどまらないためです」（ヨハネ十二・四六、アメリカ改訂訳）。


  主は透明な水準に私たちを強制的にもたらそうとしておられます。また、聖霊は私たちをあらゆる真理に導くために来られました。聖霊だけが私たちの中にある暗い事柄を知っておられます。そして、神のものではない、私たちの内にあるその事柄を罪に定めて、自己の命のあらゆる形態に十字架を適用されます。それは私たちがその邪悪な事柄を告白して、尊い血によって取り除くためです。


  私たちに対する神の御旨を見てください。それは神の都における交わりと奉仕です。彼ご自身の所有の民となることです。「彼は、愛の中で、御前に聖く傷のない者になるようにと、世の基が置かれる前から、キリストの中で私たちを選び、キリスト・イエスを通して、私たちを子たる身分へと、彼ご自身へとあらかじめ定められました」（エペソ一・四五、アメリカ改訂訳）。


  



  第三章 力、堅固さ、光、主権


  前の章で、私たちは「神の都」の特徴をいくつか見ました。


  １．天的性質を持つ霊的な民。「神が私たちの主キリスト・イエスの中で立てられた、永遠の御旨にしたがって」――エペソ三・十一。


  ２．神の民における神の栄光。ご自身の性質を一つの民において啓示し実現すること。「彼は、尊く、際立って偉大な約束を与えてくださいました。それは、これらの約束を通して、あなたたちが神聖な性質にあずかる者となるためです」――二ペテロ一・四。


  ３．優越性と聖さ。優越性はみこころにかなう神の民の特徴です。「彼の土台は彼の聖なる山々にある」――詩篇八七・一。「あなたたちを召してくださった方が聖であるように、あなたたち自身もすべての生活様式において聖となりなさい。というのは、『わたしが聖であるから、あなたたちも聖となりなさい』と書かれているからです」――一ペテロ一・十五～十六。バビロンは地に属します。シオンは高きに属します。


  ４．命。水晶のように輝く「命の川」。これは透明性を示しています。十二種の実を結び、その実を毎月みのらせる「命の木」（黙示録二二・二、アメリカ改訂訳欄外）。そして、諸国民の健康を維持するその木の葉。死に打ち勝つ命。キリストは死を征服されました。この内なる「命」は、今から始まって日々増すことによって、彼の民の特徴とならなければなりません。これに私たちは召されており、その「命」の中で私たちは進まなければなりません。


  ５．この都の豊かさと偉大さ。「その都の寸法は一万二千ファーロング（中略）都は正方形（中略）その長さと幅（中略）高さは等しい」――黙示録二一章。西半球にはこの都の場所となる一万二千ファーロングの土地はどこにも見あたりません。エペソ三・十七、十九に向かって、使徒パウロの祈りを再び読むことにしましょう、「あなたたちが御霊を通して力をもって強められ（中略）あなたたちが、愛の中に根ざし土台づけられ、力づけられて、すべての聖徒たちと共に、その広さ、長さ、高さ、深さが何であるかを会得し、そして、知識を超越したキリストの愛を知ることができますように。また、あなたたちが満たされて、神の全豊満へと至りますように」――満たされて神の豊満へと至る民です。ここに私たちは使徒の祈りの成就を見ます。これに私たちは召されているのです。


  透明性という特徴。この都を構成しているものはみな、水晶のように輝いており、透明であると述べられています。ですから、神の民は神のこの御思いに近づかなければなりません。透明性が今、彼らの霊的生活の特徴でなければなりません。


  さて、力、堅固さ、光、主権という特徴について考えることにします。


  力、堅固さ、光、主権


  この都、この神の民の土台は、とても堅固です。この土台は試みを経た石であり、その城壁は大きくて高いです。これはみな力と堅固さを物語ります。


  御座は中心であり、弱さにおける神の力の現われです――御座の中央の「小さな小羊」は地獄と罪のすべての力よりも偉大です。小羊は勝利されました。御座の中央の小羊は、すべての領域で、あらゆる範囲・深さに及ぶ死に打ち勝った命です。弱さから発した力、永遠から永遠に至るまで持ちこたえる力です。そして、神の永遠の御旨にしたがって召された神の民は、キリスト・イエスにあってこの永遠の命を所有している民です。


  神の民として、私たちは永遠の御旨へと至る永遠の召しにあずかっており、永遠の命を持っています。永続する、そして、あらゆることでまたあらゆることに対して勝利する命を持っています。「彼らは小羊の血によって（中略）打ち勝った」――黙示録十二・十一。


  「神は私たちに永遠の命を与えられ、そしてこの命は御子の中にあります。御子を持つ者は命を持ちます」――一ヨハネ五・十一、十二、アメリカ改訂訳。ヨハネ六・五三～五六。


  「聖なる都、新エルサレムが、天から出て神から下って来たが、それは神の栄光を持っていた。その光は最も尊い宝石のようであり、水晶のように透明な碧玉のようであった」――黙示録二一・十、十一。


  「都には太陽は必要ではなかった（中略）神の栄光がそれを照らし、小羊がその光である」――黙示録二一・二三。


  その光は最も尊い宝石のようであり、太陽は必要ありません――その光が、その主権的力で、すべてを照らしました。これらの特徴はすべて混ざり合っており、互いに関係しています。力と堅固さは光と関係しており、これら三者は主権という結果になります。こうして、私たちは主権の性質に関する理解を得ます。


  「彼の土台は聖なる山にある。エホバはシオンの諸々の城門を愛される（中略）神の都よ、栄光ある事が、あなたについて語られる（中略）いと高き方ご自身が、それを確立される」――詩篇八七篇。これは――神の都に関して――この都の力、堅固さ、主権を大いに明らかにしてくれる鍵です。ここで聖霊が選んで用いておられる神の御名「エル・エルヨン（El-Elyon）」の意味――天と地の所有者であるいと高き神――を見てください。


  イザヤ十四・十二～十四に向かいましょう――「ああ、ルシファー、夜明けの子よ、どうしておまえは天から落ちてしまったのか（中略）おまえは心の中で言った、『私は神の星々の上に、私の座を高く上げよう（中略）私はいと高き方のようになろう』」。そうです、いと高き神、天と地の所有者に、ルシファーは挑んだのです。天と地を所有することが彼の願望だったのです。


  主イエスは、地上にいた時、サタンのことをこの世の君と言われました。そしてエペソ六章では、神の教会に対して、その戦いは天上においてであることが示されています。神の都はエル・エルヨン、いと高き神によって確立されます。そして、サタンの勢力はみな地獄に投げ落とされます。サタンとその主権は永遠に打ち倒されます。


  「確立する」という言葉を聖書全体にわたって辿ることにしましょう。「いと高き方ご自身が、それを確立される」――詩篇八七・五。


  「彼は私を恐ろしい穴（ヘブル語では滅びの穴）から引き上げられた。彼は私の足を岩の上に置き、私の歩みを確立された」――詩篇四〇・二。


  「シオンの山は、麗しい場所にあり（麗しい高みにあり、アメリカ改訂訳）、全地の喜びである（中略）偉大な王の都（中略）神はそれを永遠に確立される」――詩篇四八・二、八。


  「彼はわたしの名のために家を建てる。彼はわたしの子となる（中略）わたしは彼の王国の座を永遠に確立する」――一歴二二・十。


  「わたしは、わたしの選んだ者と契約を結び、わたしの僕ダビデに誓った、わたしはあなたの子孫を永遠に確立し、あなたの王座を代々にわたって建てる」――詩篇八九・三、四。


  「彼は、さらに優った約束の上に確立された、さらに優った契約の仲保者です」――へブル八・六。


  「いけにえとささげ物と全焼のささげ物と罪のためのささげ物とを、あなたは望まれませんでした（中略）見よ、おお、神よ、わたしはあなたのみこころを行うために来ました。彼は第二のものを確立するために、第一のものを取り去られます」――へブル十・八、九。


  「今、私たちの主イエス・キリストご自身と、私たちの父である神が（中略）あなたたちをあらゆる良い言葉と働きの中で、確立してくださいますように」――二テサロニケ二・十七。


  「心が恵みによって確立されるのは良いことです」――へブル十三・九、アメリカ改訂訳。


  「彼の中に根ざし、建造されて、あなたたちの信仰を確立されなさい」――コロサイ二・七。


  「堅く立って、動かされることなく、いつも主の働きに満ち溢れていなさい」――一コリント十五・五八。


  「今、あなたたちをつまずきから守り、あなたたちを傷のない者として、大いなる喜びの中でご自身の栄光の前に立たせてくださることのできる方に、栄光、威厳、主権、力が、今も、永遠に至るまでもありますように、アーメン」――ユダ二四、二五。


  これらすべての節や他の多くの節は、確立するこの働きが基礎的働きであることを私たちに教えます。今日、主の民は確立される必要があります。あらゆる方面で、敵の圧迫により、大きなつまずきが起きているからです。もし人々が主にあってしかるべく確立されていたなら、このようなことはありえなかったでしょう。神の民の全般的な確信の欠如を、悪魔は武器として用いて、誤謬、間違った教え、偽物、疑い等を大々的に推し進めています。


  疑念はサタンの主要な武器である


  信仰の確信を妨げることがサタンの働きであり、彼の狙いは主の民に疑念を抱かせることです。疑いは、彼の働きの最も巧妙な手段です。最初の時もそうでした、「神はそう言われたのですか？」――創世記三・一。そして、これが依然として彼の方法です。これを阻止する方法、唯一の方法は、信仰の中に確立されることによります、使徒十六・五、コロサイ二・七。「信仰の中に堅く立ちなさい」―― 一コリント十六章。


  「信仰の全き確信の中にある真実な心」ヘブル十・二〇。


  「冷静で、警戒していなさい。あなたたちの敵である悪魔は、ほえたける獅子のように、だれかを食い尽くそうと捜し求めて、歩き回っているからです」―― 一ペテロ五・八、九。


  「わたしはあなたの住んでいる所を知っている。そこにはサタンの座（王座、アメリカ改定訳）がある（中略）あなたはわたしの名をしっかりと保ち、わたしの信仰を否まなかった」――黙示録二・十三。


  神の民が大いに必要としているのは、信仰の中に確立されることです。たんに、教理の中に、正統的福音の中に、確立されることではありません。あるいは、根本的真理についての知識を得ることでもありません。むしろ、主イエスにある自分の立場を内的に知ることによって、主イエスの成就された御業と悪魔とそのすべての働きに対する完全な勝利という立場の上に確立されることです。主の子供たちのあまりにも多くが、主にある自分の地位についてのこの確信に欠けています。しかし、こう記されています、「神は、この世の基が置かれる前から、彼の中で私たちを選び（中略）愛の中で、イエス・キリストを通して、私たちを子たる身分へと、彼ご自身へあらかじめ定められました」エペソ一・四、五。


  「キリスト・イエスの中にある者には、罪定めがありません」――ローマ八・一。


  「彼は、愛する者の中で、私たちを受け入れてくださいました」エペソ一・六。この受け入れは戦いと関係しています。私たちの「こんなにも偉大な救い」の中に含まれているものはみな、私たちの主イエス・キリストにある神の永遠の御旨と関係しています――エペソ三・十一。


  「神に感謝します。この方は私たちを彼の勝利の行進の中で至る所に導いて、キリストの敵に対する彼の勝利を祝わせてくださいます」二コリント二・十四。


  敵が神の民にキリストにある自分の立場について疑いや疑問を抱かせる時、彼らは戦う力を奪われます。神はご自身の都をしっかりと建てなければなりません。そして、私たちは信仰の全き確信の中に立たなければなりません。


  「都の城壁の土台は、あらゆる宝石で飾られていた」――黙示録二一・十九。


  「あなたたちの信仰が試されることは、金が火によって試されることよりも遥かに尊いのであって、イエス・キリストの出現の時に、賛美と誉れと栄光となって現れるのです」―― 一ペテロ一・七。


  内なる問題が解決される時、あなたは働きに取り掛かることができます。全き確信をもって信仰の中に確立されることにより、私たちは主権者たちや権力者たちを打てるようになります。しかし、疑念、疑い、疑問がある所では、悪魔とその軍勢が大きな力を持ちます。信者が、神の御言葉に対する全き確信のゆえに、個人的に「私は知っています」と言えることの力を知る時、まさにその知識が敵に対する防具にもなります。ですから敵は、機会があればいつでも、疑いを差し挟むことによって、確信を阻むことを願っています。


  神の事実の上に立ちなさい、自分自身の感覚という流砂の上に立ってはなりません。感覚のせいで疑っている人々もいます！救いは感覚の問題ではなく、神の事実です――「こう記されています」――神が仰せられたのです。神の御言葉には「罪定めはない」とあります。「キリスト・イエスの中にある者には、罪定めがありません」――ローマ八・一。新生した日から私たちはキリストにあって完全です。それは私たちの立場に関してであり、私たちには自分の状態を残念に思うもっともな理由があります。しかし、御言葉にはこうあります、「私たちの主イエス・キリストの恵みと知識の中で成長しなさい」――二ペテロ三・十八。「私の小さな子供たちよ、キリストがあなたたちの中に形造られるまで、私はあなたたちのために、再び産みの苦しみをします」――ガラテヤ四・十九、アメリカ改定訳。確かに、これは日に日に恵みの中で成長することです。


  神の子供のあまりにも多くが、救いを感覚の問題だと思っています。それゆえ、敵に対抗するための戦う力が全くありません。（彼らは、「敵の策略に立ち向かえる」ようになるために、神のすべての武具を身に着けていません。）「こういうわけで、あなたたちの確信を投げ捨ててはなりません。それには大いなる報いがあるからです」――ヘブル十・三五。大いなる報い！――「それはあなたたちが満たされて、神の全豊満へと至るためです」――エペソ三・十九。信仰の確信により、私たちは敵の力だけでなく自己からも解放されます。私たちを耐えられるようにして、主の中で強くします。自分の救いの立場が確立される時、私たちは主にあって主権を行使する立場を持ちます。


  地上で私たちは試練、逆境、悲しみ、苦難を通っており、「主は自分を見捨てられた」と思うよう誘惑されます。敵は四方から、訴え、罪定め、疑問、疑念、恐れをもって押し迫ります。「堅く立って、動かされることなく」、なぜなら愛する人よ、これは確立する原理の働きであり、私たちの信仰の訓練だからです。私たちは苦悩、労苦を経験します。覚えておいてください、この確立する働きがなされるのは、私たちの目が彼に向いている間です。状況が自分に不利で、自分を圧し潰そうとする時、私たちはイエスに目を向けます。彼は今や、私たちのために神の御前におられ、天と地のあらゆる権威と、他のすべての名に優る御名と、他のすべての主権の称号に優る主権の称号とを持っておられます。


  「どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、あなたたちの心の目が照らされ（光に満ち）、あなたたちが彼を知るように。（中略）また、神の力強い大能の活動（内なる力づけ）にしたがって、信じる私たちに働く彼の力が、どんなに超越して偉大であるかを知るように。神は、その力強い大能をキリストの内に働かせて、彼を死者の中から復活させ、彼を天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権威、力、主権、そしてこの時代ばかりではなく、来たるべき時代においても唱えられるあらゆる名を超えて、遥かに高くされました。また神は、万物をキリストの足の下に服従させ、そして彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました。この教会は、キリストのからだであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です」――エペソ一・十七～二三。


  この方こそ、私たちが目を向けるべき方です。信仰はこうして鍛えられます。そして、私たちは圧迫や逆境のただ中で、キリスト・イエスにあって立ち上がり、彼が私たちに与えてくださった地位――「彼と共に天上に座しています」――につけるようになります。「あなたたちは、キリストにあって満たされています。この方の中には、神たる方の全豊満が肉体のかたちをもって住んでいます」――コロサイ二・九。


  ですから、試練を通して、確立する働きがなされます。それは、敵のあらゆる力と圧迫に対する彼の勝利の現われです。「神は私たちの主イエス・キリストを通して、私たちにその勝利（The Victory）を与えてくださいます」―― 一コリント十五・五七。そうです、これは彼の勝利であり、死を征服した命です―― 一コリント十五・五四。


  神の都が建造されつつあります。そして、まさにその性質は永遠の命、不滅の命であり、私たちが挫折する時、私たちを支えてくれます。彼は忠信であり続けます。彼はなおも支えてくださいます。彼は永遠・不変だからです。これが私たちと共にあって、私たちは持ちこたえ、切り抜けます。「これらすべての事柄において、私たちを愛してくださった方を通して、私たちは勝ち得て余りがあります」――ローマ八・三七。これは奉仕でも同じです。この戦いはあまりにも大きく、私たちが通る経験はあまりにも奇妙で異様であり、あまりにも不可解であるため、すべては上下さかさまに思われますし、約束も効力を発揮していないように思われます。


  約束の地にいるアブラハムを見てください……しかし、神が彼に与えられた約束は破られたかに思われます。アブラハムが間違いを犯したのでしょうか？時として、私たちは主のことで困惑するのではないでしょうか、彼の道は見いだし難いのではないでしょうか？すべてが混乱しているように見えますが、信仰は持ちこたえます。ある日、後になってその理由がわかる時、私たちは彼を賛美するでしょう。「義人の道は（中略）いよいよ輝きを増して真昼となる」――箴言四・十八。物事ではなく「道」であることに注意してください！この道の諸々の奥義の中には、神の隠れた奥義がいくつか含まれています。それらは彼の知恵と力を示す別の機会ではないでしょうか？すべて失われ、戦いはあまりにも大きく、経験することはあまりにも奇妙で、状況に対する鍵は全く無いように思われる時、私たちは、「約束は神からのものだったのだろうか」と疑うよう誘惑されます。すべてが自分の期待とは正反対であるため、私たちは「自分は間違っているのだろうか」と疑問に思い始めてしまいます！その時こそ、主の中に堅く立って、その信仰の立場を維持すべき時なのです。


  結局のところ、私たちの経験はとても似通っています。困惑、矛盾と思しきもの、戦いがあります。経験の形態は様々かもしれませんが、何らかの形で、それは私たち全員に臨みます――それでも「彼は忠信であり続けます」。


  これはどのように私たちを確立するのでしょうか？どうしようもない状況と私たち自身により、私たちは彼に頼らざるをえなくなります。その時、私たちは彼を立証するのです。あなたは神の奥義を知る地点に至ろうとしているのであり、それは彼にとってご自身の知恵を示す素晴らしい機会です。こうして、あなたは確立されます。それは全く忍耐の問題です。


  



  第四章 光の都


  



  「どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知る全き知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、あなたたちの心の目が照らされ、神の召しの望みがどんなものであるかを、あなたたちが知るように。また聖徒たちの中にある神の嗣業の栄光が、どんなに豊富であるかを知るように。また神の力強い大能の活動にしたがって、信じる私たちに働く彼の力が、どんなに超越して偉大であるかを知るように」エペソ一・十七～十九。


  



  これは光に導きます。二番目の点は光の問題です。力と光は常に、神の御言葉では、関係しています。霊的力は霊の光、照らし、もしくは啓示とつながっています。ここでは、光と力は「彼を知る知識」と関係していることがわかります。エペソ三・十六、十八、十九、「力をもって、彼の霊を通して、あなたたちの内なる人を力づけてくださいますように（中略）それは、あなたたちが強くなって理解するためです」。行うことではなく、知ることです。


  力との関係における啓示


  私たちは啓示によって立ちます。「神は私たちの心を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださいました」。「神は（中略）恵みを通して私を召し、私の中に御子を啓示してくださいました」――ガラテヤ一・十六。


  どのようにして私たちは持ちこたえて確立されるのでしょう？どのようにこの耐久性が私たち中に生じるのでしょう？主イエスをこの内なる方法で知ることによって、啓示によってです。持ちこたえる人々は、自分の中でこれが生ける啓示となった人々です。「神は私たちの心を照らしてくださいました」、これが一方の面です。他方の面は、「四方から圧迫され、困惑し、迫害され、打ち倒されますが（中略）それでも絶望しません」です――二コリント四・六～十。私たちは悩まされ、圧迫されます……なぜでしょう？「イエスの命が私たちの死すべき体において現わされるためです」――二コリント四・十一。


  これは耐久性ではないでしょうか？四方から圧迫されても絞め殺されないのです！「圧迫の中であなたは私を広げてくださいました」――詩篇四・一。


  「圧迫する」ものを、神は拡大するためのものとされました。打ち倒されますが、見事に立ち上がります。なぜでしょう？どうやってでしょう？「神は私たちの心を照らして（中略）イエス・キリストの御顔にある……」。そのおかげで、あなたは切り抜けて生き延びることができるのです。聖霊によって私たちの心の中に示される主イエスの啓示以外の何ものも、私たちを切り抜けさせることはできません。それは彼を知る内なる知識です――信条や教理に対する知的同意ではなく、私たちの存在そのものにおける生き生きとした、力強い現実です。


  勝利して突き進む力を十分に与えることができるのは、私たちの中におられる聖霊の啓示だけです――しかし、この啓示にはできます！それは人の霊の内側における啓示であって、真理についての――たとえそれが神に関する真理だとしても――知的理解ではありません。ああ、「私は知っています」と言えることにはなんという力があることでしょう。聞いたことがあるとか、読んだことがあるとかではなく、「私は知っている」と言えることです。それは、何ものも私たちから奪えない経験です。聖霊によるこの啓示を持つことが絶対に必要です。なぜなら私たちは、神に属するものしか立ち向かえない悪の勢力を対処しなければならないからです。


  「圧迫の中であなたは私を広げてくださいました」。どうやってでしょう？内なるこの命の絶えざる興隆によってです。問題、試練、悲しみ……私たちはこれらのものにさらされます。これらは万人に共通のものですが、私たちは内なる「彼の力強い大能」を通して乗り越えます。私たちが強いのは、神を知る知識によって与えられる光のおかげです――エペソ一・十九。これは成長していく啓示です。パウロはエペソの聖徒たちに書き送っていますが、この人々にはなんと素晴らしい過去があったことでしょう！別れ際の、彼らに対するパウロの言葉を見てください（使徒二〇・十七～三八）。このような人々に対して彼は、「あなたたちが強くなって理解するためです」と述べて、啓示をもたらす神の強力な力の必要性を示しています。敵は啓示に激しく抵抗します。それを損なったり、阻止したりするために、何があってもやめません！


  光と力は同行します。耐久性は啓示によります。「私は知っています」によります。真理の啓示によって真理の中に確立されること、これがサタンとその軍勢に打撃を与えます。光は力に導きます。


  主が目を開かれる時、何が起きるかわかります。「あなたたちの心の目が照らされて、あなたたちが知りますように」、これが目が開かれた結果です。「主イエスを復活させた方は、私たちをもイエスと共に復活させてくださることを知っています」――二コリント四・十四。


  「わたしはあなたを遣わして彼らの目を開く。それは彼らが暗闇から光へ、サタンの権威から神へ立ち返るためである」――使徒二六・十八。パウロは主イエスによって、ある知らせと共に遣わされました。それは人々の目を開くためであり、彼らを暗闇から光へ、サタンの権威から神にある彼らの嗣業へと立ち返らせるためでした。これは、目を開かれることによる嗣業です。主権が目を開かれることに続きます。


  神聖な統治の都


  黙示録二一章は、人における神聖な統治のまさに現われです。この章の内容はみな、何らかの形で数字の十二について述べています！十二は統治を示す聖書の数であり、完全な統治を意味します。この都はそれであり、統治・主権にあずかります。


  ここには、中心から周辺まで、御座の権威が行き渡っていることがわかります。これにより、この都は主権の都に構成されます。「また彼は、水晶のように輝く命の水の川を私に見せた。それは神と小羊の御座から、大通りの中央を流れていた」――黙示録二二・一、二。


  小羊の命にあずかることによって、私たちは御座の生活にもあずかります。しかし、御座の生活が可能になるのは、小羊の命にあずかっている所でだけです。将来あずかるには、私たちは今それを自分で経験して知らなければなりません。これは知的知識ではありません。すべての権威が主イエス、神の小羊に与えられています。それは彼が死に至るまで神のみこころに従順に従われたからです――ピリピ二・五、十一。同じように、私たちも従順であるなら、彼は敵のすべての力に対する権威を私たちに与えることができます。


  私たちは今、主権を学ばなければなりません。私たちは今、御座の交わりに召されており、今、統治することを学ばなければなりません。これは霊的支配権です。しかし、どうすれば霊的支配権をもって生活・統治することができるのでしょう？それは、聖霊によってあなたの心の中に主イエスが啓示されることから始まります。そして、これにより私たちの内なる人は強められて、圧迫のただ中で超越します。これは日々の試練です。私たちは沈み込むのでしょうか、それとも、起き上がって霊の中でこの立場に立つのでしょうか？私たちの霊が上に立つまで、主は決してその中から解放してくださいません。私たちは下になるべきではありません、「あなたはただ上におり、下になることはない」――申命記二八・十三。


  モーセを見てください。「エホバは言われた（中略）『あなたは、あなたの杖を上げ、海の上にあなたの手を伸ばして、海を分けなさい』」――出エジプト十四・十六。言い換えると、主の御名の中にある立場を取りなさい、そうすれば、切り抜ける道を見いだします、ということです。私たちはすべてを霊の中で得ることを学びます。そして、霊の中で主権を得るとき、そのときはじめて、私たちは主権の杖を上げられるようになります。


  あることが主から臨む時、恵みがそれと共に臨みます。しかし、その時でもないのにそれを得ても、主はその中にはおられません。パロに関してモーセがどうやって勝利の力と共に権威の杖を上げることができたのかを見てください。それはただ主の御言葉を受けてのことだったのです。


  「見よ、わたしはあなたたちに（中略）敵のすべての力に対する権威を授けた。だから、何ものも決してあなたたちを害することはない」――ルカ十・十九。


  「あなたが地上で縛るものはすべて、天でも縛られ、あなたが地上で解くものはすべて、天でも解かれる」――マタイ十六・十九。


  



  第五章 神の都


  



  聖書朗読：詩篇二四篇、黙示録二一・九～二一。


  



  さて、神の都というこの象徴的表現が示している、神の民のさらなる特徴について考えることにします。そうするとき、私たちは城壁と門によって示唆されているこれらの特徴・要素を前にすることになります。


  城壁と門


  黙示録を読むと、この都の城壁と門についてなんと多く述べられているのかに気づきます。この「城壁」と「門」という二つの単語に下線を引くだけで、それらの占める地位と、どれだけ多くの注意がそれらに向けられているのかが、直ちにわかります。「それには大きな高い城壁があり、十二の門があって、その門には十二人の御使いがおり、その上に名が記されていた。その名はイスラエルの子たちの十二の部族の名である。東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。都の城壁には十二の土台があった」。「私に語りかけた者は金の葦を持っていた。それは、彼が都と門と城壁とを測るためであった（中略）彼がその葦で都を測ると、一万二千スタデヤであり、その長さと幅と高さとはみな等しい。彼がその城壁を測ると、人の尺度、すなわち御使いの尺度で百四十四キュビトであった」。


  さて、城壁と門は一般的に何を意味するのでしょう？その意味はとても豊かで、大いに心を探るものだと思います。城壁はこの都の境界を示し、この都の境界はこの都に含まれるものを決定・規定します。すべてがこれらの城壁の内側に集められます。それらはこの都の大きさと内容をすべて示します。これらの寸法はとても興味深いです。この都はなんと途方もない大きさなのでしょう！すでに述べたように、腰を据えて考えてみるなら、考慮すべき問題が見えてくるでしょう。この世界の西半球全体のどこを見ても、海の中に落ち込ませずに、この都を置ける土地は一つもないことがわかるでしょう。それは巨大さ、偉大さを物語っており、その包括性は途方もないものです。


  さて、これらの思想を一緒にしてみましょう。直ちに、この都、神のこの民の包括性・内容・広範性は途方もないことがわかります。しかし、主の民の包括性はいかなるものでしょうか？ああ！主がご自身の民に与えておられるものを正確・適切に示して、救われていない人の心を魅了することが私にできれば。使徒パウロはたびたびこれに大いに夢中になりました。彼はこれをとても明確に見たので、「ああ！その豊富の深さよ」と叫ぶことしかできませんでした。


  エペソ人への手紙三章十四、十六、十九節に再び戻ることにしましょう。「彼の栄光の豊富にしたがい（中略）あなたたちが満たされて、神の全豊満へと至るように」。聞いてください、「彼の栄光の豊富にしたがい、満たされて、神の全豊満へと至る」。これは大きな都です。エペソ三章の言葉は黙示録二一章の言葉と同じです――「その幅と長さと高さと深さ！」。壮大です！巨大です！満たされて神の全豊満へと至ることが必要です。それには大きな器、大きな容器、とても大きな入れ物が必要です。「神の全豊満へと至る！」。私たちには思い描けません、想像できません。しかし、明らかに使徒パウロは第三の天に引き上げられて語ることのできないことを示されました――「語ることのできないこと」です。彼が言うには、それは「人の語ることが許されていないこと」です。その彼はこれについていくらか知っていました。そこで彼はここで神の豊満について述べます。「私は、私たちの主イエス・キリストの御父に向かってひざをかがめて祈ります。どうか御父が、あなたたちの内側を大いに力づけてくださいますように。それは、あなたたちがすべての聖徒と共にその幅と長さと高さと深さを理解し、知識を超越したキリストの愛を知り、満たされて神の全豊満へと至るためです」。パウロはこれについて少しばかり知っていました――私たちと比べたらかなりよく知っていました。それでも、パウロですら、自分が知る以上のものを見いだすでしょう。


  そうです！城壁は包括性を表しています。神が私たちをそれへと召されたものの大きさと豊かさについて、私たちに語りかけます。ああ！どうかこれが偉大な霊的現実の力を帯びて、私たちに臨みますように。なぜなら、神の民の神聖な豊かさに関するこの思想を理解する時、あなたはそれを至る所に見いだすようになるからです。


  ですから、愛する人よ、一万二千スタデヤ、百四十四キュビト、四つの寸法、神の豊かさ、これが私たちの召しです。これを失うおそれがあります。おそらく他の多くのことよりも、失ったものを知ることによる後悔の方が、強烈な永遠の悔恨になるだろうと思います。私はこう信じています、ひとたび人が目覚めて自分が失ったものをことごとく知る時、地獄が始まるのである、と。地獄がたんなる記憶にすぎなかったとしても、それでも十分すぎるほどです。神聖な性質にあずかるために造られて、神聖な栄光の中に入るようにされ、神のすべての民と共に神の全豊満を持つようにされたのに、門・道・真理・光である主イエスを拒否したせいで、それを失ったとするなら――確かにそれこそ地獄でしょう！しかし、愛する人よ、私たちには、私たちの多くには、それよりもよい前途があります――「私はあなたたちについてはさらに良いことを確信しています」。これが私たちの召しです。これが神がもたらそうとしておられるものです。これが神が行っておられることです――「彼の栄光の豊富にしたがい」。この点を離れて、すぐに先に進まなければなりません。


  次の点は、これらの城壁は主の民の性格を示している、ということです。包括性の次は性格です。すでに述べたように、この都は神の民であり、城壁は主の民の性格を示しています。それらの城壁を見てください！碧玉、透明な輝くダイヤモンドがあります。幽玄な青色の美しいサファイヤ、暗深紅のざくろ石の玉髄、透明で純粋な緑がかったエメラルド、黒と白が混ざった縞瑪瑙、紅玉髄またの名をルビー、淡黄色の金色の石である貴かんらん石、結晶の岩である緑柱石、きわめて豊かな黄色の色彩を帯びた黄玉、緑玉髄・瑪瑙、橙と赤と紫が混ざった今日リギュールと呼ばれているジルコン、そして柔らかな紫の色彩を帯びた紫水晶があります。これはみな素晴らしく美しい描写です。しかし、それは私たちに何を語りかけているのでしょう？


  そうです！それは少なくとも多様性を物語っているのではないでしょうか？そこに虹を並べることができます。原色と二次色がすべてそこに見いだされます――素晴らしい多様性と美しさです。神の御業に同じものはありません。恵みの働きにありふれたものはありません。恵みは多くの色彩を帯びています。恵みには多くの相があります。恵みの栄光には多くの面があります。そして、神の民は大いに異なっています。二つと同じものはまずありません。途方もなく様々なものがここに集まっています。しかし、主は恵みを通して、様々なものをすべて一つにして、それを一つの完整な、麗しい、完全なまとまりにすることができます。あなたはおそらく私に失望したことがあるかもしれませんし、私もおそらくあなたに失望したことがあるかもしれません。私たちがどんなに異なっていたとしても、主の恵みは私たち全員を調和させます。うり二つな人に関する話がありますが、あらゆる点で全く同じ人がこの世にいるとは私は信じません。どこかに異なる点が見つかります。これが民族関係の問題です。さて、主はこの問題を恵みの中で克服されました。私たちはみなここにいます、あらゆる相違がここにあります。ああ！そして明るく輝いており、栄光で満たされています。これが神の民の性格です。神はあなたに失望しておられません！愛する人よ、あなたが自分のことをどう思っていたとしても、自分のことをどう感じていたとしても、自分自身の性質・気質・気性・性格についてどんなに落胆していたとしても、主にはあなたを完成に至らせる方法があります。主イエスの血は十分です、神の恵みは十分です。厄介で、気難しい、怒りっぽい、どうしようもない他人に、あなたは失望したことがあるでしょうか？主は彼らを諦めてはおられません！いわゆる「粗末なダイヤモンド」から主が何を造り上げることができたのかを私たちが見いだす時、それはこの都の栄光の一つになるだろうと私は思います。主は彼らを碧玉、明るく輝くダイヤモンドとされるのです。


  ですからこれらの石は、神が一つに混ぜ合わせて一体とされた多様性について、私たちに告げます。旧経綸に戻って、イスラエルの子らの十二部族の物語を読むと、その大半は残念な物語です。ベニヤミン族についての物語のとても、とても暗い物語が思い出されます。それは聖書全体の中で最も恐ろしい物語です。それらの物語の一つは、今日、読むのに適さないという理由で、道徳的な人々が削除することを願っているものです。ああ！ではどうしてそれが記されているのでしょう？それは読むのに適している、と主は考えておられるのでしょうか？なぜ、ベニヤミンの名がこの栄えある都にあり、あの暗い名がここで栄光を受けているのでしょうか？神にこれができるからには、彼にできないことが何かあるでしょうか！


  諸部族について読み通して、その歴史を辿るなら、なぜ神はこれらの部族を消し去られないのだろうと、あなたはしばしば不思議に思うでしょう。なぜ彼は言うことを聞かないイスラエルをこれほど忍耐・辛抱されるのでしょう？彼はバラムに呪うことを許されませんでした。ああ！恵みにできないことが何かあるでしょうか？イスラエルの子らの十二部族の名が、ここでは永遠の栄光の輝きをもって輝いています。小羊の十二使徒の名もです。見限るべきだと、昔のこの十二人についてしばしば思ったことを、私は告白しなければなりません。彼らは嘆かわしい者たちであり、間違った言動ばかりしています。「主よ、私たちが天から火を下して、彼らを焼き尽くすことを、あなたは望まれますか？」。主は言われました、「あなたたちは自分がどのような霊であるのかわかっていない」。「主よ、彼女を追い払ってください、彼女は叫びながら私たちの後についてきます」。ここに自分の娘のことで苦しんでいる女がいます――それなのにキリスト者の弟子たちは、「彼女を追い払ってください」と思ったのです。それはキリストの霊ではありません。「主よ、私たちはあなたのためにすべてを捨てました。私たちは何をいただけるでしょう？」。主への献身の領域に強欲な霊が入り込むのがわかります。そこ――私たちは何をいただけるでしょう？――に無私の奉仕はありません。そのような霊が私たちの中にどれほどあったとしても、私たちはそのような霊であってはなりません。また、ペテロは最後に誓いと呪いをもって否み、彼らは彼を見捨てて逃げました。しかも、これは長い物語のすべてではないのです。


  彼らの名がすべてこの城壁に記されており、神が与えられた輝きをもって輝いています。多様であり、様々ですが、すべて恵みを通して栄光の中にあります。十二部族のこれらの名と十二使徒のこれらの名は何かを表しています。二つの経綸における贖われた群れ全体を表しています。彼らは救われ、聖別され、栄化されました――彼の十字架の血を通してです。恵みは別として、どんな人をこれは表しているのでしょう？あなたが聖書に関して次のような問題を抱えてきたことを私は知っています――すなわち、どうしてヤコブはこのような地位を与えられているのか、という問題です。どれほど私たちは押しのける者であるヤコブを軽蔑していることでしょう。彼はとても卑しい、評判の悪い人です。ヤコブのすべてを私たちは嫌っています。どうして彼にこのような地位が与えられているのでしょう？神の恵みに栄光を帰すためです。私たち全員に希望があります！「わたしが来たのは義人を招くためではなく、罪人を悔い改めへと招くためである」。神の恵みに栄光を帰すのは罪人です。それでも、神の目に義しい人は一人もいません、全く、一人たりともいません。ですからこれらの名は、とても惨めな人が恵みによって救われ、引き上げられたことを表しているのです。


  これらの城壁は、主の民の神聖な豊満の包括性・総括性を表すだけではありません。この贖われた群れの性格を表すだけではありません。排他性をも表しています。直ちに警告の言葉を発しなければならないのではないでしょうか？なぜなら、ここでは、外にあるもの、入ってはならないものについて、はっきりと述べられているからです。「汚れたもの、また忌むべきことと偽りを行う者は、決してそこに入ることはない。ただ小羊の命の書に書き記されている者だけが入るのである。犬ども、魔術を行う者、淫行の者、人を殺す者、偶像を拝む者、偽りを行うすべての者は外にいる」。確かに、これは強烈な言葉です。これはとても強烈な言葉であり、「これはきっと、とても、とても悪い連中のことにちがいない」とあなたは言うかもしれません。しかし、聖書を見ると、これ――淫行の者、偶像を拝む者――はみな象徴的な言葉でもあることがわかります。自分はそうではない！とあなたは言います。本当でしょうか？聖書ではそれは何を意味するでしょう？それは、神の永遠のみこころにしたがって、主イエスの純潔な花嫁となるように召されたのに、彼が持つべき地位を他のものに与えた人々を意味します。つまりはそういうことです。彼は神の御旨では花婿なのです！


  パウロは、自分の務め・使命はこの純潔な処女の教会をキリストにささげて、彼の花嫁とすることであることを見ました。私たちは、世が造られる前に、神の永遠のみこころにしたがって、そのために召されました。そのために召され、そのために創造されました。そして次に、御子が来て、私たちをそのために贖ってくださいました。そして、彼の尊い血により、この教会は彼の花嫁となるべく獲得されました。御言葉はそう述べています。そのために創造された者たちは、そのために贖われました。というのは、キリストはそのために死なれたからです。他のものに彼の地位を与えること――これが偶像崇拝であり、姦淫です！ああ！これは私たち一人一人にもあてはまることです。私たちの心の中で何が主イエスの地位を占めているでしょう？私たちは彼の代わりに何を愛しているでしょう？それによって私たちは神の都から締め出されるかもしれません。姦淫は霊的です。それは主イエスが持つべき地位を他の何かに与えることです。つまりはそういうことです。


  人を殺す者！ああ！主イエスに耳を傾けてください。殺人を犯すまでもありません。あなたの兄弟に腹を立てるだけで、殺人を犯すのです。愛する人よ、肉体の罪だけでなく霊の罪も神は考慮されます。この人々は最終的にその霊を聖められた人々であることがわかります。その霊を聖められています。殺人とは、文字どおり他人を殺すことではなく、他人に向けられた憎しみの霊です。神の目から見てこれが殺人です。それを抑えないならどうなるか、その結末を神は見ておられます。これが諸々の時代の間ずっとどのように働いてきたのかを、神は見ておられます。カインはまず自分の兄弟に腹を立てて、それから殺しました。彼は、自分の弟を打つ前に、殺人の罪を犯していたのです。それが彼の心の中にありました。これは心の問題であることがわかります。ですから、この人々はその心を主イエスの血によって清められた人々であり、それに反するものは何もここに入れません。ああ、ですから、これは排他的であり、神の性質に反するものを何も許しません。「この望みを彼に置いている者は、自分を清くします」。清くなければなりません。「私は聖なる都を見た」。「わたしが聖であるから、あなたたちも聖でなければならない、と主は言われる」。「聖くなければ、だれも主を見ることはありません」。しかし、私たちの確信、力、望みは、どこにあるのでしょう？彼は、私たちの心の中に住んでそれを行うために、ご自身の聖霊を遣わしてくださいました。なぜなら、神はそれを私たちには任されないからです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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